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鎌倉市から得られた相模湾初記録のアジ科魚類
クボアジ Atropus atropos

畑　晴陵・小枝圭太

Harutaka Hata and Keita Koeda: The first record of Cleftbelly Trevally, 
Atropus atropos (Teleostei: Carangidae) from Sagami Bay 

based on a specimen collected from 
Zaimokuza Beach, Kamakura City

緒　言

　クボアジ Atropus atropos (Bloch & Schneider, 1801)は，
黒く著しく長い腹鰭と，それを収納する溝が体腹面にあ
ることが特徴のアジ科魚類である（Gushiken, 1983）。本
種はインド・西太平洋の熱帯域に広く分布し，南シナ海
やインド沿岸などでは多獲され，食用となるものの（Raje, 
1994; Lin & Shao, 1999; Smith-Vaniz, 1999; 山 田 ほ か , 
2007），日本沿岸や東シナ海を含む周辺海域においては
稀な種であり，報告例は少ない（瀬能 , 1993, 2000, 2013; 
山田ほか , 2007）。さらに，過去に記録されたクボアジ
は色彩の類似したリュウキュウヨロイアジ Carangoides 
hedlandensis (Whitley, 1934)と混同されている可能性が
ある。東京大学総合研究博物館動物部門の所蔵標本に，
1934年に神奈川県鎌倉市東部に位置する材木座海岸に
おいて採集されたクボアジの 1標本が確認された。本標
本は相模湾における本種の初めての記録となると考えら
れるため，過去の日本国内におけるクボアジの記録を再
検討するとともに，相模湾から得られた標本に関してこ
こに報告する。

材料と方法

　
　標本の計数・計測方法は Kimura et al. (2013)にしたがっ
た。標準体長は体長と表記し，体各部の計測はデジタル
ノギスを用いて 0.1 mmの単位まで記録した。本報告に
用いた研究機関略号は以下のとおり：横須賀市自然・人
文博物館（YCM）；東京大学総合研究博物館（ZUMT）。
なお，相模湾（Sagami Bay）の定義は，Senou et al. (2006)
にしたがい，桂（1985）によって定義された相模湾から，
松本（1985）によって定義された東京湾を除いた海域
［富津岬（千葉県富津市）と観音崎（神奈川県横須賀市）

を結んだ線と石廊崎（伊豆半島南岸），伊豆大島の南岸，
および野島崎（房総半島南岸）を結ぶ線の間の海域］と
した。

結　果

クボアジ
Atropus atropos (Bloch & Schneider, 1801)

（図 1；表 1, 2）

　記載標本：ZUMT 62238，体長 177.5 mm，神奈川県鎌
倉市材木座海岸，1934年 3月 21日。
　記載：計数形質と体各部の体長に対する割合（%）を
それぞれ表 1, 2に示した。体は強く側扁し，体背縁は吻
端から第 1背鰭起部にかけて上昇し，そこから第 2背鰭
基底後端にかけて緩やかに下降する。吻端から第 1背鰭
起部にかけての頭部背縁と，吻端から腹鰭にかけての体
腹縁は隆起縁を形成する。第 1背鰭前方の体背縁には，
骨質の前向棘が 5本，前後方向に 1列に並ぶ。体腹縁は
下顎先端から腹鰭挿入部前端にかけて急激に下降し，そ
こから肛門付近にかけて緩やかに下降する．その後，体
腹縁は臀鰭基底後端にかけて上昇する。尾柄部における
体背縁と体腹縁はいずれも直線状を呈し，体軸とほぼ平
行となる。体腹面には腹鰭挿入部前端よりわずかに後方
から始まり，臀鰭第 1棘起部直前で終わる，前後方向に
長い顕著な溝がある。腹鰭挿入部前端は前鰓蓋骨後縁よ
りもわずか後方に位置する。畳んだ腹鰭は体腹面の溝の
中に収納される。腹鰭の後端は臀鰭第 1遊離棘の起部に
わずかに達しない。腹鰭軟条はすべて分枝する。胸鰭基
底上端は鰓蓋後縁よりもわずか後方に位置する。胸鰭は
鎌状を呈し，胸鰭後部の下縁は凹む。胸鰭後端は臀鰭第
1棘の起部に達する。胸鰭軟条は上部の 2軟条のみ不分
枝。第 1背鰭起部は胸鰭基底下端より後方に位置する。

報　告
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図 1． クボアジ Atropus atropos （ 固定後）．ZUMT 62238， 体長 177.5 mm，神奈川県鎌倉市材木座海岸（A：左側面；B：右側面）．
Fig. 1. Left (A) and right (B) sides of preserved specimen of Atropus atropos from Zaimokuza Beach, Kamakura City, Kanagawa 

Prefecture, Japan, ZUMT 62238, 177.5 mm standard length.

第 1背鰭の外縁は起部から第 3棘後端にかけて上昇し，
そこから最後棘後端にかけて緩やかに下降する。第 2背
鰭の起部と基底後端は臀鰭起部よりもわずかに前方と臀
鰭基底後端直上にそれぞれ位置する。第 2背鰭外縁は起
部から第 1軟条後端にかけて上昇し，そこから第 3軟条
後端にかけて緩やかに下降した後，最後軟条後端にかけ
ては体背縁とほぼ平行。第 2背鰭の軟条は第 1軟条のみ
不分枝。臀鰭第 1棘起部は第 2背鰭起部よりもわずかに
後方に位置し，臀鰭第 1棘起部前方には，体腹面の溝の
中に 2本の遊離棘がある。臀鰭外縁は起部から第 1軟条
後端にかけて下降し，その後第 3軟条後端にかけて緩や

かに上昇し，そこから最後軟条後端にかけては体背縁と
ほぼ平行となる。臀鰭軟条はすべて分枝する。背鰭と臀
鰭の後方には小離鰭がない。尾鰭は二叉型を呈し，両葉
後端は尖る。肛門は体腹面の溝の中にあり，畳んだ腹鰭
の後端よりも前方に位置する。眼と瞳孔はいずれも前後
方向に僅かに長い楕円形を呈する。眼の前後は脂瞼に被
われるが，眼は被われず，露出する。鼻孔は 2対で，前
鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に位置す
る．前後の鼻孔はともに背腹方向に長く，それぞれ裂孔
状と楕円形を呈する。口裂は小さく，上顎後端は瞳孔前
縁直下に僅かに達しない。両顎には細かな小円錐歯が 2
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表 1. 相模湾産クボアジの体各部の計数値
Table 1. Counts of a specimen of Atropus atropos from Zaimokuza Beach,       

Kamakura City, Kanagawa Prefecture, Japan

ZUMT 62238
Standard length (mm) 177.5
Counts
  Dorsal-fin rays VIII-I, 23
  Anal-fin rays II-I, 18
  Pectoral-fin rays 18
  Pelvic-fin rays I, 5
  Pectoral-fin rays 17
  Cycloid scales on curved part of lateral line (left / right) 41 / 38
  Cycloid scales on straight part of lateral line (left / right) 7 / 0
  Scutes on straight part of lateral line (left / right) damaged / 32
  Gill rakers on first gill arch 9 + 22
  Gill rakers on posterior surface of first gill arch 19
  Gill rakers on second gill arch 3 + 15
  Gill rakers on posterior surface of second gill arch 17
  Gill rakers on third gill arch 2 + 14
  Gill rakers on posterior surface of third gill arch 15
  Gill rakers on fourth gill arch 2 + 11

列に並ぶ。口蓋骨には 3–4列の細かな円錐歯が並ぶ。鋤
骨には小円錐歯が密生する。舌の背面には中央部に小円
錐歯が密生した歯帯を形成し，歯帯は前後方向にわずか
に長い楕円形を呈する。前鰓蓋骨と鰓蓋の後縁はいずれ
も円滑。鰓蓋の内側には擬鰓が露出し，細長い線状の鰓
弁が密生する。鰓耙は棒状を呈し，前後の両面に小突起
が 2–3列並ぶ。体は円鱗に被われる。胸部に幅の広い無
鱗域が存在し，無鱗域の上端は胸鰭基底上端よりも上方，
後端は腹鰭基底後端よりも後方にそれぞれ位置する。頭
部は細かな円鱗を有する鰓蓋上部を除き無鱗。側線は鰓
蓋後端上方から始まり，体背縁とほぼ平行に上昇し，第
2背鰭起部付近において頂点に達した後，臀鰭第 1棘起
部直上付近において下降し，その後尾鰭基底にかけては
水平になる。側線の直線状の部分には硬く，鋭い稜鱗が
発達し，1列に並ぶ。左体側の側線は尾柄中央部におい
て途切れ，稜鱗の脱落した部分がある。右側の側線は完
全で，側線曲走部に 38枚の円鱗，直走部に 22枚の稜鱗
がある。側線の直走部は長く，右体側の側線において直
走部の長さは曲走部の長さの約 1.6倍。
　固定後の色彩：体は一様に茶褐色を呈し，体背面から
体側上部にかけては暗褐色となる。胸鰭を除く各鰭は一
様に淡褐色を呈する。腹鰭は黒色を呈し，基底部付近は
淡色。
　分布：アラビア湾から朝鮮半島南岸にかけてのユーラ
シア大陸沿岸，フィリピン，台湾，および日本にかけて
のインド・西太平洋に分布する（Wakiya, 1924; Suzuki, 
1962; Gushiken, 1983; Smith-Vaniz, 1999; Lin & Shao, 1999; 
松下 , 2000; Matsuura et al., 2001; 山田ほか , 2007; 瀬能 , 
2013; Kimura, 2013, 2018）。日本国内においては富山湾，

若狭湾，兵庫県浜坂，小笠原諸島，伊勢湾，三重県尾鷲，
および宮崎県日向灘から記録されており（瀬能 , 2013; 
本村 , 2020），本報告により新たに相模湾から記録された。
同定　相模湾産の標本は腹鰭基底後端から臀鰭基部付近
にかけての体腹縁に深い溝があること，腹鰭が黒色を呈
し，非常に長く，臀鰭遊離棘の起部直前に達すること，
側線直走部が長く，曲走部の長さの 1.6倍であること，
両顎，鋤骨，および口蓋骨上に細かい絨毛状の円錐歯か
らのみなる歯帯を有すること，胸鰭基底上端上方から腹
鰭基底後端後方にかけて幅広い無鱗域を有すること，脂
瞼の前半部に半月上の開口部を有すること，臀鰭基部前
方に可動性の 2本の遊離棘を有すること，側線直走部に
稜鱗が発達すること，背鰭と臀鰭の後方に小離鰭がない
ことなどが，Gushiken (1983)や Smith-Vaniz (1999)，瀬
能（2013）の報告した Atropus atroposの標徴とよく一致
したため，本種に同定された。なお，クボアジは，本種
1種のみでクボアジ属 Atropusを形成する（Wakiya, 1924; 
Gushiken, 1983; Lin & Shao, 1999）。また，本種は成熟し
たオスのみ，第 2背鰭中央部の軟条が伸長することが知
られているが（Lin & Shao, 1999; Smith-Vaniz, 1999），本
研究の記載標本は背鰭にそうした伸長は認められず，メ
スであると判断される。
　備考：クボアジは日本国内において，小笠原諸島よ
り報告されて以降（岡田・松原 , 1938），富山湾（津田 , 
1990），若狭湾（松沼ほか , 2019），兵庫県浜坂（鈴木・
宇野 , 1993），三重県尾鷲市九鬼（Suzuki, 1962），宮崎県
日向灘（Iwatsuki et al., 1992）などから散発的に報告さ
れてきた。本種は琉球列島には分布しないとされてきた
（瀬能 , 1993, 2000）ものの，山田ほか（2007）は，沖縄
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ZUMT 62238
177.5 mm SL

Measurements (% of SL)
  Head length 26.1
  Snout length 7
  Orbit diameter 10.3
  Interorbital width 7
  Maximum body depth 52.9
  Maximum body width 10.3
  Caudal-peduncle length 11.5
  Caudal-peduncle width 5.2
  Upper-jaw length 11.6
  Lower-jaw length 14.2
  Pre-dorsal-fin length 37.7
  Pre-anal-fin length 59
  Pectoral-fin length 35.7
  Pelvic-fin length 27.7
  Pelvic-fin spine length 10.2
  Dorsal-fin base length 60.6
  Anal-fin base length 44
  Postorbital length 11.6
  Distance between first dorsal-fin origin to pectoral-fin insertion 27.3
  Distance between first dorsal-fin origin to pelvic-fin insertion 51.8
  Distance between origins of first dorsal fin and anal fin 56.5
  Distance between insertions of pectoral and pelvic fins 25
  Distance between pectoral-fin insertion to anal-fin origin 37.6
  Distance between pelvic-fin insertion to anal-fin origin 29.5
  Distance between second dorsal-fin origin to pectoral-fin insertion 34.1
  Distance between second dorsal-fin origin to pelvic-fin insertion 56.9
  Distance between origins of second dorsal fin and anal fin 54.2
  Length of curved part of lateral line (right side) 27.8
  Length of straight part of lateral line (right side) 44.4
  Distance from second dorsal-fin origin to its posterior tip 15.5

表 2. 相模湾産クボアジの体各部の計測値
Table 2. Measurements, expressed as percentages of standard length (SL), of a specimen of 

Atropus atropos from Zaimokuza Beach, Kamakura City, Kanagawa Prefecture, Japan

島那覇港におけるクボアジの採集事例を報告している。
しかし，山田ほか（2007）は写真や形態を一切示してお
らず，クボアジの琉球列島における分布の真偽は不明で
あり，本研究ではクボアジの分布に沖縄島を含めなかっ
た。なお，山田・工藤（1999）は，神奈川県三浦市西方
の相模湾から得られた全長 48 mmのアジ科魚類 1個体
（YCM-P35363）をクボアジの相模湾初記録として報告
した。しかし，彼らの報告した個体は側線曲走部が直走
部よりも長いことから，ヨロイアジ属 Carangoidesに同
定され，また腹鰭が一様に黒色を呈することから，リュ
ウキュウヨロイアジ Carangoides hedlandensis (Whitley, 
1934)（図 2）に同定される。リュウキュウヨロイアジは
尾叉長 10 cm以下の個体では腹鰭が黒色を呈し，クボア
ジと類似するものの，側線曲走部が直走部よりも長いこ

と（クボアジでは直走部よりも短い），側線上の稜鱗数
が 17–29（31–37），第 1鰓弓総鰓耙数が 20–27（29–34）
であることなどによって識別される（Smith-Vaniz, 1999; 
瀬能 , 2013）。また，鈴木（2006）は 2005年 9月に浜名
湖で得られた体長 66 mmのアジ科魚類をクボアジとし
て報告しているが，側線の形状から，これもリュウキュ
ウヨロイアジの幼魚である。
　小笠原諸島を除き，クボアジの伊勢湾・富山湾以東の
海域における記録は見つからず，相模湾の魚類相を報告
した Senou et al. (2006)においても記録されていない。し
たがって，本報告において記載をおこなった鎌倉産標本
はクボアジの相模湾における初めての記録となる。な
お，日本産ではないが，Fowler (1934, 1935)などによる南
アフリカ沿岸からのクボアジの記録も，リュウキュウヨ
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図 2. リュウキュウヨロイアジ Carangoides hedlandensis の幼魚 , 鮮時 . KAUM–I. 120325, 体長 65.8 mm, 鹿児島県内之浦湾 .
Fig. 2. Fresh juvenile specimen of Carangoides hedlandensis. KAUM–I. 120325, 65.8 mm standard length, Uchinoura Bay, Kagoshima 

Prefecture, Japan.

ロイアジの誤同定であることが示されているほか（Smith-
Vaniz, 1986），Teimori et al. (2019)はペルシャ湾から得ら
れたクボアジの耳石の形態を報告しているが，彼らの示
した個体（Fig. 1c）は第 2背鰭と臀鰭の前部が糸状に伸
長すること，下顎が上顎よりも前方に顕著に突出するこ
となどから，ヒシカイワリ Ulua mentalis (Cuvier, 1833)で
あると考えられる。これらのことから，クボアジのイン
ド洋における分布はアラビア湾以東の北半球に限られる。
　クボアジは日本沿岸や東シナ海では稀な一方，台湾南
西部など，南シナ海においては多獲され，普通種である
ことが知られている。このことから，鎌倉を含む日本沿
岸における本種の出現は，南シナ海など南方海域からの
黒潮による輸送の結果と考えられる。クボアジは最大で
尾叉長 23 cm，全長 26.5 cm程度に達するとされ（Smith-
Vaniz, 1999），インド沿岸の研究において，オスは全長
160 mm，メスは 180 mm程度で成熟することが報告さ
れている（Raje, 1994; Rajesh et al. 2018）。記録されてい
る限り，日本沿岸から採集されたクボアジはいずれも体
長 17 cm 以上の成魚であり（Suzuki, 1962; 津田，1990; 
Iwatsuki et al., 1992; 松沼ほか，2019；本研究），幼魚の記
録はない。このことから，本研究で記載をおこなった鎌

倉産標本を含め，日本に出現したクボアジは，より南方
の海域においてある程度成長した後に日本近海に出現し
た，成魚輸送の結果である可能性がある。
　比較標本：リュウキュウヨロイアジ Carangoides 
hedlandensis: KAUM–I. 120325, 体長 65.8 mm, 鹿児島県肝
属郡肝付町内之浦湾（31° 17′ 29″ N, 131° 06′ 59″ E）, 水深
40 m, 2018年 9月 14日 , 定置網 , 畑　晴陵・川間公達・
上城拓也。
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